
別紙 

低濃度ＰＣＢ汚染廃電気機器等収集運搬処分業務特記仕様書 

 

１ 業務名 

低濃度ＰＣＢ汚染廃電気機器等収集運搬処分業務 

 

２ 収集場所 

光市立図書館及び光市民ホール 

(１) 光市立図書館 １階機械室（山口県光市光井九丁目１８番１号） 

(２) 光市民ホール 敷地内（地上）（山口県光市島田四丁目１３番１５号） 

          ※地上への搬出は１２月頃を予定 

 

３ 搬出場所図 

別紙１のとおり 

 

４ 排出事業者 

本仕様書においては、「光市長 芳 岡   統」を保管・排出事業者とする。  

 

５ 業務概要 

  光市立図書館及び光市民ホールに保管中の低濃度ポリ塩化ビフェニル（以下「ＰＣＢ」

という。）汚染廃電気機器等を発注者の求めに応じ、適切に収集運搬し処分する。 

 

６ 履行期間  

契約締結日から令和９年３月３１日（水）まで 

※請求に係る事務以外を終え、完了検査を終えること。 

 

７ 収集運搬処分期間  

契約締結日から令和９年３月３１日（水）まで 

(１) 収集運搬に伴う養生の設置及び撤去についても上記の期間に含むこと。 

(２) 具体的な収集日等については、事前に教育総務課（管理係）の担当者と調整した上

決定するものとする。 

 

８ 収集時間  

原則として、祝日を除く月曜日から金曜日の午前９時から午後５時１５分までとする。 

 

９ 予定排出量・廃棄物の種類 



別紙２のとおり 

 

１０ 業務実施要領 

 (１) 収集運搬業務 

  ア 収集は、担当者の指示のもと、円滑に進めること。 

  イ 収集運搬する際には、産業廃棄物の運搬に法令上適合する車両を使用すること。 

  ウ 収集に必要な養生及び架台等は、受注者で設置及び撤去すること。 

 (２) 処分業務 

 収集及び運搬したＰＣＢ廃棄物は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和４５

年法律第１３７号）第１５条の４の４の第１項に基づく認定又は同法第１４条の４

第６項に基づく許可の内容に従い、適正に処分を行うこと。 

 

１１ 収集運搬及び処分計画書の提出 

  受注者は、「２５ 提出書類」のとおり、この契約締結後１４日以内に仕様書に基づい

て、「収集運搬及び処分計画書」を発注者に提出し、その承諾を得ること。契約の規定に

より契約期間又は仕様書が変更された場合、発注者は、必要があると認めるときは、受注

者に対して「収集運搬及び処分計画書」の訂正を請求することができる。 

  訂正の場合においても、請求から１４日以内に「収集運搬及び処分計画書」を作成し、

発注者に提出すること。 

 

１２ 産業廃葉物管理票  

 (１) 産業廃棄物管理票（マニフェスト）（以下「マニフェスト」という。）は受注者にお

いて用意し、廃棄物収集時に調査職員に提出すること（廃棄物１台につき１枚）。 

 (２) 担当者がマニフェストに必要事項を記載の上、廃棄物搬出時に受注者に交付する

ので、受注者はこれを受領すること。 

 (３) 受注者は収集運搬業務の完了後にマニフェストＢ２票を、中間処理の完了後にマ

ニフェストＤ票を、最終処分の完了後にマニフェストＥ票をそれぞれ発注者に提出す

ること。 

 

１３ 受注者の施設内への立入 

  受注者及び受注者の関係者は、発注者の承認を得た上で、業務の実施のため、搬出元の

施設内に立ち入ることができる。 

 

１４ 業務の一時停止 

  受注者は、やむを得ない事由があるときは、発注者の了解を得て、一時業務を停止する

ことができる。この場合においては、受注者は発注者にその事由を説明し、かつ、発注者



における影響が最小限となるよう努力すること。 

 

１５ 事故発生時の報告  

  受注者は、本業務に関し、事故その他契約の履行を行い難い事由が生じたときは、直ち

に発注者に報告し、その指示に従うこと。 

 

１６ 臨機の措置等  

  受注者は、業務の履行に当たって事故が発生したとき、又は事故が発生するおそれのあ

るときは、発注者の指示を受け、又は発注者と協議した上、臨機の措置をとらなければな

らない。ただし、緊急やむを得ない事情があるときは、受注者の判断によって臨機の措置

をとらなければならない。この場合において、受注者は、そのとった措置の内容について、

遅滞なく発注者に報告しなければならない。 

  発注者は、事故防止その他業務上特に必要があると認めるときは、受注者に対して臨機

の措置をとることを請求することができる。 

  受注者が臨機の措置をとった場合において、当該措置に要した費用のうち、契約代金の

範囲内に含めることが適当でないと認められる部分の経費があるときは、協議によりそ

の取扱いを定めるものとする。 

 

１７ 業務実施期間の変更  

  業務の実施時間が変更できない場合において、業務の一部が不履行となり、発注者に損

害を与えたときは、受注者はその損害を賠償しなければならない。 

 

１８ 調査等  

  発注者は、必要と認めるときは、受注者に対して業務の履行状況につき調査し、又は報

告を求めることができる。 

 

１９ 検査  

  受注者は、収集運搬については産業廃棄物管理票Ｂ２票、中間処理については産業廃棄

物管理票Ｄ票、最終処分については産業廃棄物管理票Ｅ票を発注者に提出し、検査を受け

なければならない。 

  発注者は、完了届を受理したときは、その日から起算して１０日以内に検査を完了しな

ければならない。受注者は、発注者の検査に合格しないときは、発注者の指示に従い、直

ちに必要な修正を行うものとし、当該修正が完了したときは、その旨を発注者に通知する。 

 

２０ 保険の加入について  

 (１) 第三者傷害賠償責任保険に加入すること。  



 (２) 賠償金額は３億円（消費税を含む。）以上とし、被保険者は受注者とし、保険期間

は必ず履行期限に１０日を加えること。 

 

２１ 紛争の処理  

  受注者は、この契約に関し、第三者との間に発注者の責めに帰さない紛争が生じたとき

は、受注者の責任と負担においてその一切の処理をすること。 

 

２２ 法の遵守  

  本業務の遂行に当たっては、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」、「低濃度ＰＣＢ廃

棄物の処理に関するガイドライン ―焼却処理編―（令和６年１０月改訂 環境省環境再

生・資源循環局廃棄物規制課）」、「低濃度ＰＣＢ廃棄物収集・運搬ガイドライン（令和元

年１２月 環境省環境再生・資源循環局廃棄物規制課）」その他関係法令を遵守するものと

する。 

 (１) 受注者は、本業務を他に委託しないこと。 

 (２) 受注者は、業務遂行に伴い発生した財産上、法令上のすべての問題について責任を

負うものとする。 

 

２３ 協議  

  この契約に定めのない事項又は本契約 (仕様書の記載事項を含む。) の各項目に関す

る疑義が生じたときは、関係法令に基づき、その都度発注者、受注者が誠意をもって協議

し、これを取り決めるものとする。 

 

２４ 収集・運搬について 

 (１) 廃棄物の積込み等に関しては各施設の利用者等の安全に特段の配慮をすること。 

 (２) 運搬時に道路法（昭和２７年法律第１８０号）第４７条第２項に抵触する場合は、

次の申請を行うこと。 

ア 特殊車両通行許可申請（包括申請） 

イ 制限外積載許可申請 

 

２５ 提出書類 

 (１) 着手届 

 (２) 工程表（契約用） 

 (３) 技術者届 

 (４) 第三者傷害賠償責任保険証書の写し 

 (５) 収集運搬及び処分計画書 

 (６) 実施報告書 



 (７) 完了届 

 (８) 請求書 

 

２６ その他  

 (１) 本業務の契約については、収集運搬及び処分をそれぞれ締結し、提出書類に関して

も、それぞれ提出すること。なお、収集運搬業者と処分業者が同一の場合は、この限り

でない。 

 (２) 収集・運搬時又は光市立図書館及び光市民ホールの敷地内又は処分場以外での、ト

ランス油の抜取り及び分解（部品の取外し）は禁止とする。 

 (３) 重量物の乗り入れを行う場合は、敷鉄板等の養生を受注者負担で行うこと。 

 (４) 都道府県知事「事前協議制度」が必要な場合については、その費用も受注者が負担

し、「排出事業者」が行わなければならない事務手続きについても受注者が行い、その

費用及び経費も受注者負担とする。 

 (５) 現地確認が必要な場合は、事前に教育総務課（管理係）の担当者（連絡先：０８３

３－７４－３６０１）と日程調整を行うこと。なお、現地確認は、令和８年１１月２日

までとする。 


